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1. 事業概要
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1. 事業概要

事業目的

本事業は、2016年3月よりスポーツ庁・文化庁・観光庁の３庁が包括的連携協定を締結し、スポーツや文化芸術資
源の融合によって生まれる新たな地域の魅力を国内外に発信をし、訪日観光客の増加を促すだけでなく、国内観光の活
性化を図ることを目的としている。また、本年はコロナウイルス感染症拡大により全国的に観光客数が減少の一途を辿るな
かで、「スポーツ文化ツーリズム」の取り組みが少しでも多くの地域に認知をされ、今後観光客数が回復した際に、地域活
性への一助となることを目指すものとする。

事業名

スポーツ・ツーリズムムーブメント創出事業（スポーツ文化ツーリズム創造・発信事業）

業務内容

地域のスポーツイベントと文化芸術資源を結び付け、世界に誇れる新たな観光資源を生み出す「スポーツ文化ツーリ
ズム」の定着を図るべく、その意義を広く発信するため、【第5回スポーツ文化ツーリズムシンポジウム】の開催及び取り
組み事例を発信すると共に、取組事例を多言語化してWEBサイト等で国内外に発信する。

また、当初はシンポジウム開催を予定していたが、コロナウイルスの影響により広報事業（動画・パンフレット）に代わ
ることとなった。

（１）広報動画作成

各受賞団体の取り組み内容を発信すべく、13団体の取り組みをそれぞれ1分程度にまとめた。さらに、スポーツ庁・観
光庁・文化庁の3庁の長官に対して、本事業に関するメッセージを撮影し、盛り込んだ。

（２）取り組み事例調査・報告書作成

各受賞団体の取り組み事例を調査を実施した。実際に現地に赴いてヒアリングを行う予定だったが、コロナウイルスの
影響によりメール・電話でヒアリングを行った。調査については、本事業に応募したきっかけや課題に対して取り組んで
きたことなど深堀りの調査を実施した。

また、実際に本アワードを受賞した団体のその後（よかった点など）を追加ヒアリングすべく、インタビュー形式にて対談
を行った。なお、各団体の詳細概要をとりまとめた報告書に加えて、ポイントのみを抜粋したダイジェスト版の2つ作成
をした。

（３）パンフレット作成

動画にも紐づくが、各受賞団体の活動内容および評価ポイントをまとめたパンフレットを作成した。本年はシンポジウム
が中止となってしまったが、より本事業を周知してもらうべく、全国都道府県の関係各所へ配布する。

実施体制

株式会社日本旅行（事業実施主体）、調査については、Ageshio Japan株式会社の二者が、各々の強みを生
かせる連携体制を確立した。
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2. 広報動画
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2. 広報動画

▲オープニング

シンポジウムに代わる広報事業として20分間の動画を作成した。動画内容は以下構成の通りまとめた。

本動画については、各受賞団体だけでなく、今後取り組みに応募を予定している団体などにも見てもらい、まずは各団体
の取り組み内容を知ってもらうことで事業の周知を行う。さらには、次年度以降に応募数を増やすための一助を担えればと
考えている。なお、詳細の全編動画はDVDとして納品する。

【動画内容】

〇スポーツ文化ツーリズムアワードの説明

〇３庁連携についての説明

〇３庁長官によるメッセージ

〇受賞団体の紹介

以下、流れに沿って、動画キャプチャ画面を共有する。

▲スポーツ文化ツーリズムアワードの説明

▲スポーツ庁・観光庁・文化庁の3庁長官によるメッセージ

▲各受賞団体の賞区分・事業名をそれぞれまとめた ▲受賞団体の評価ポイントを団体ごとにまとめた。

【全体の動画の流れ】 ※一部抜粋をした。
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３.取組事例調査
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３.取組事例調査

本事業は「スポーツ文化ツーリズムアワード2020」で選定した13件の事例について、事業内容やア ワードへの応募動機、
アワードへ関心のある方へのメッセージなどを受賞団体からアンケートにより 聞き取り、公表することで、地域のスポーツイベ
ントと文化芸術資源を結び付け、世界に誇れる新た な観光資源を生み出す「スポーツ文化ツーリズム」の定着に繋がるこ
とを目的としている。 なお、本事業については、AgeshioJapan株式会社を中心に作成をし、詳細は別添『調査報告
書』にまとめた。

目的

「スポーツ文化ツーリズムアワード2020」の受賞13団体にヒアリングシートを配布して調査をおこなった。

調査手法

【質問表】

1. 受賞された事業内容について

Q1.貴事業の立ち上げに至る経緯（地域での課題や、構想から現在まで）について教えて下さい。

Q2.貴事業をスタートする際に設定していた目的・狙いについて教えて下さい。

Q3.貴事業における特徴やPRポイントについて教えて下さい。

Q4.貴事業を通じて獲得できた実績・成果について教えて下さい。 (特に数字などで具体的に効果を示すことのできるもの
があれば、積極的にご記載下さい）

Q5.貴事業での直近やこれまでの課題があれば教えて下さい。また、これまで課題に対して対応されてきたことがあれば、

そちらも教えて下さい。

Q6.貴事業での今後の目標や実現したいことを教えて下さい。

2. 「スポーツ文化ツーリズムアワード」について

Q7.スポーツ文化ツーリズムアワードへの応募動機と、アワードを知ったきっかけを教えて下さい。

Q8.スポーツ文化ツーリズムアワードを受賞したことへの期待する効果を教えて下さい。

Q9.スポーツ文化ツーリズムアワードをさらに盛り上げていくために、どういった企画や仕掛けが有効だと思いますか？

Q10.スポーツ文化ツーリズムアワードへの申請数を増やすためには、どういった受賞メリットが有効だと思いますか？

3. ご意見、ご要望

Q11.スポーツ文化ツーリズムの推進に関して、3庁（スポーツ庁・文化庁・観光庁）へのご意見やご要望があれば教えて
下さい。

Q12.スポーツ文化ツーリズムや当アワードに関心のある方へ、メッセージをお願いいたします。

Q13.その他、ご意見やご要望などございましたら、教えて下さい。

調査内容

本業務では下記の項目で調査を行った。
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３.取組事例調査

以下、ページを抜粋したものである。（本編・ダイジェスト版）

▲13団体の取り組みをまとめた報告書（本編） ▲各受賞団体への調査結果をまとめた。

▲13団体の取り組みをまとめた報告書（ダイジェスト版） ▲過去受賞団体へのインタビューをまとめた。

本編

ダイジェスト版
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３.取組事例調査

なお、本調査を取り纏めたAgeshioJapan株式会社については、本事業の受賞団体にも選出をされており、沖縄観光コ
ンベンションビューローの「OCVBニュースレター」にて取り組み事例の掲載をいただいたため、参考までに記載する。

▲OCVBニュースレターより抜粋
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4. パンフレット
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4. パンフレット

各事業者の取り組みを発信すべく、パンフレットの作成を行った。なお、本パンフレットは、各都道府県や受賞団体を対
象に配布をする。詳細は別添パンフレット資料を参照いただきたい。

▲表紙 ▲3庁長官メッセージと評価ポイントをまとめた。

▲各賞ごとに団体の取り組み概要および評価ポイントを写真を交えて作成した。




